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立川防災館体験学習施設にて体験報告（2）消火

訓練

立川防災館にて、災害時に役立つ実践

行動力を身につけるために、門前自治

会役員研修会体験学習を行いました。

日時：平成24年3月4日（日）

いつ、どこで起こるかわからないのが

災害です。

いざという時、あわてないように、

しっかりと防災についての知識と技術

を身に付けたいものです。

立川防災館は、地震や火災などの災害

にあった時、被害を出来るだけ少なく

するための心構えや行動を、楽しみな

がら身につけることができる「体験学

習施設」です。

場所：〒１９０−００１５

東京都立川市泉町１１５６−１

開館時間：午前９時〜５時

休館日：

毎週木曜日・第３金曜日（国民の祝日

に当たる場合は直後の平日及び、１２

月２８日〜１月４日）

入館料：無料

問い合わせ：

東京消防庁立川都民防災教育センター

（立川防災館）TEL.042-521-1119

**消火訓練室**

いざ火災が起こった時のため

に、消火器の正しい使い方を

学ぶためのスペースです。

スクリーンに映し出された火

災の映像を用いて、安全に楽

しい消火訓練が体験できま

す。

（小学生5年生以上対象）

・白→日常生活で使用してい

る火

・黄色→カーテンや天井に着

火

：バケツや、消火器で対応。

・橙色→天井が燃え抜けや、

屋根、隣家が燃える

：Ｄ級ポンプや消火栓、消防

団による消火（Ｃ級ポンプ

等）が必要となる。

各大きさの消火器

・消火器の使い方

�安全ピンを引き抜く

�ホースを外し、火元に向け

る

�レバーを強く握って放射す

る

エアゾール缶（スプレー

缶）、カセットボンベの処理

方法

使用時は正しく使い、必ず中

身を使い切りましょう。

使い切れない物は、中身を出

しましょう。

中身が残ったエアゾール缶、

カセットボンベをそのままゴ

ミ収集に出すと、ゴミ収集車

やゴミ処理施設での引火や破

損事故の要因となり、大変危

険です。

�中身の有無を確認しましょ

う。

缶を手で振って中の音を聞い

て下さい。中身が残っている

と、『シャカシャカ』『チャ

プチャプ』などの音がしま

す。

�使い切れない物は中身を出

しましょう

・エアゾール缶の場合

シューという音がしなくなる

までスプレーボタンを押し

て、中身を出しきって下さ

い。

または、中身排出機構、残ガ

ス排出機構のキャップ、ボタ

ン等を使って、中身を出し

きって下さい。

防災教育センターの指導員に

よる消火器の内部構造説明

指導員による消火器説明

指導員による消火器説明

指導員による消火器説明

普通火災、油火災、電気火災など、

火災原因の種類に応じた、消火器を

使用することが大事。

指導員による消火器説明

表面に、この消火器が対応し

ている火災原因の種類（電

気、油、普通など）が記載さ

れている。

消火器使用方法説明
消火器使用方法説明

消火器使用方法説明 消火器使用方法説明

消火器使用方法説明

消火栓 消火栓のノズル 消火栓系統図

指導員による消火方法説明 指導員による実演しながら説

明

指導員による実演

消火ターゲット 参加者体験 参加者体験

参加者体験

参加者体験 参加者体験

参加者体験 参加者体験 参加者体験

参加者体験

業務用消火器 消火器

火災に対する

消火器 住宅用消火器

感想として、実際に台所で火

災などが発生した時、普段か

ら体験しておくことにより、

自然体で、初期消火を実行す

ることができると思いまし

た。

消火器を実際に使用して、実

践できたので、大変有意義な

研修会であったと、帰路の車

中で参加者の多くの方が発言

してました。

このような体験は継続的に実

施することが大切と思いまし

た。

今後、門前自治会で、防災訓

練などで初期消火訓練等の機

会を通して、体験者を増やし

て行きたいと思います。

また、会員のご家族、または

向こう三軒両隣の方を含め

て、初期消火訓練を体験する

ことで、いざという時の火事

に備えます。

そうすることで、全焼などを

防ぎ、貰い火をなくすこと

で、自分の家を守ることにも

繋がります。

尚、今回の体験訓練に立川都民防災

教育センターの皆様にご協力を頂き

大変感謝致します。

命を守る危機管理に関しては、事前

に情報を多くの方へ発信し、共有意

識に基づき、被害を最小限にする社

会的な協力が大切と思っています。

***************************** ***************************** *****************************

門前自治会は、昨年度親子防

災訓練を行いました。

その時に消火器を実際に使用

して頂きました。

いざ、火災が発生した時、消

火器を使用して、初期消火で

火災を防止して頂きたいと思

い、防災訓練を行いました。

このような、訓練を今後共定

期的に実施していきたいと

思っています。

一般消火器 業務用消火器 消火器訓練用放射器

訓練用放射器 ハンディータイプ消火器（油

火災など用）

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済
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